
銚子塚古墳で新発見相次ぐ‐part3-
あの「木柱」は「丸太」ではなかったのだ！！
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銚子塚古墳で新発見相次ぐ‐part3-です。今回は第10号トレンチのトレンチ壁面ですでに確認されていた「木
柱」の調査続報をお伝えします。「木柱」の調査が進み、よく観察したところずっと｢丸太」だと思っていた
「木柱」は実はもっと太い木の側面部分を使ったものであることが分かりました。

円盤形木製品

棒状木製品
１０号トレンチから出土した「木柱」（拡張調査した状態）

◎「丸太」というのは「木の皮をはいだだけの材
木」のことを言うんだ。
◎この「木柱」は丸太ではなくて、１本の木を縦
割りにして何本も製材した「辺材」というものな
んだ。
◎この「木柱」は直径20㎝あるから、少なくとも
50cm～60㎝以上の大木から製材されたもので
あることが推測されるんだ。
◎今から1600年も前にそんな技術があったな
んて驚きだよね。

銚子くんからのお詫び
　「木柱」が見つかったときから、上の端部分が「ホゾ」
状に切り欠き加工されていると説明してきましたが、
拡張調査の結果、辺材の年輪部分が切り欠き加工の
ように見えていただけでした。観察不足を深くお詫び
します。
　でも、この部分がホゾ状に加工されず、折れた（折ら
れた）状態であることが分かったため、この「木杭」は
本来はもっと長いものであった可能性がグンと強くな
りましたとさ。（開き直ったな！銚子くん！）

木柱を埋設するために掘られた穴

誤っていたら時間がなくなった
ので、「木柱」の埋設のされ方
は次号以降でお伝えします！！

年輪だあ！

ここを使ったんだ！

銚子くん

木柱を固定するために据置かれた石

１０号トレンチから出土した「木柱」（断面確認の状態時）

木を輪切りにして上からみた様子

ごめんなさい！


